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論文要旨：生体における血糖の恒常性維持において、肝臓は摂食時には消化管から吸収された
糖の一部をグリコーゲンとして貯蔵し、絶食時にはグリコーゲンの分解ならびに糖新生により
糖を産生・放出し、血糖値を維持する機能を持っている。申請者らは、肝臓におけるブドウ糖
代謝調節機構の中での神経系の役割に注目し、肝臓を支配する神経系である腹腔交感神経節を
切除したモデルラットでの実験系を確立した。本ラットに経口ブドウ糖負荷試験を行い、血糖
の推移を評価すると共に、血糖調節ホルモン、肝グリコーゲン含量、肝グリコーゲンホスホリ
ラーゼ活性を測定することにより、腹腔交感神経系の血糖調節及び肝糖代謝系への関与を検討
した。その結果、経口ブドウ糖負荷試験において、腹腔交感神経節切除ラットは Sham ope群に
比し、インスリン値、グルカゴン値、血中カテコールアミン値に差はないが、血糖は低値を示
し、また肝グリコーゲンホスホリラーゼ活性が有意に低値であることを見出した。このことか
ら腹腔交感神経系が肝グリコーゲンホスホリラーゼ活性を介してグリコーゲン消費率を調節し
ていることを明らかにした。
審査過程：
１）腹腔交感神経切除後のグリコーゲンホスホリラーゼ活性低下のメカニズムにおいて質問が
なされ、適切な回答が得られた。
２）迷走神経切除術及びβ遮断薬投与後の状態との関連ついて質問がなされ、適切な回答が得
られた。
３）本モデルラットの作製に関して質問がなされ、適切な回答が得られた。
４）腹腔交感神経節による糖代謝制御の、臨床的な意義、今後の臨床応用に関して質問がなさ
れ、適切な回答が得られた。
価値判定：  
本研究では、ラットモデルを作製することで腹腔交感神経節が迷走神経の支配と協調して肝臓
の糖代謝を制御していることを明らかにした。肝臓におけるブドウ糖代謝調節機構の中での神
経系の役割を明らかにしたことは重要な知見であり、学位論文としての価値を認める。 
